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1.目的

本件調査は，平成26年度から本学で実施されてい

るジブチ国別研修「初等・中等理数科教員養成」のフォ

ローアップ及び平成27年度・ 28年度に実施される予

定の同研修用資料収集を目的として実施された

2.日程

5月10日 ジブチJICA支所表敬訪問

教育省 (MENFOP)表敬訪問

教員養成校 (CFEEF)表敬訪問

ジブチ地方教育事務所表敬訪問

ジブチ市内中学校訪問(授業観察・テスト・

アンケート)

5月11日 デイキル地方教育事務所表敬訪問

デイキjレ市内中学校訪問(授業観察・テス

ト・アンケート)

デイキル市内小学校訪問(授業観察・テス

ト・アンケート)

デイキル市内小学校訪問(授業観察)

5月12日 CFEEF訪問(授業観察・テスト)

UNICEF訪問(各ドナーの支援に関する

インタビュー・情報収集)

5月13日 ジブチ市内小学校訪問(授業観察・テスト・

アンケート)

国民教育・研究・情報・作成センター

(CRIPEN)訪問(カリキュラム・卒業テ

ストに関するインタビュー・情報収集)

ジブチ市内中学校(授業観察・テスト・ア

ンケート)

5月14日 MENFOP訪問(調査結果報告)

ジブチ市内小学校訪問(授業観察・テスト・

アンケート)

日本大使館表敬訪問(調査結果報告)

ジブチJICA支所訪問(調査結果報告)

3.調査内容・手法

(1) 授業観察:小中学校・教員養成校の理数科授業を

観察する.

(2) 算数・理科テスト:TIMSSの問題を編成して作

成したテスト (50分 .20問)を実施する.

(3) アンケート調査:学校での状況・教員の考え方な

どを確認するために主に自由回答方式のアンケート

を実施する.

(4) インタビュー調査:研修成果や情報収集のために

関係者にインタビューする.

4.調査結果

・CFEEF所属の元研修員(授業者)による算数教育

の授業では，仏語圏アフリカ研修で教授された手

法が活用されていることが確認できた.図形の性

質について小学校の具体的な場面を設定した上で，

CFEEFの学生に「考えさせる」形の授業形態をと

り，活発な議論が元研修員と学生との間で交わされ

た.また，元研修員は，単に 1時間の授業準備だけ

でなく，次時以降の授業についても学生に「考えさ

せる」内容が準備されており，研修で強調した，教

え込む授業から「考えさせる」授業への展開が見ら

れた.

-元研修員としての課題としては，小学校の具体的な

単元・授業の流れを意識した上での CFEEFの算数

教育の授業を企画・実施までには至っていない様子

であり，この点についての改善が今後必要となると

思われる.

-教員養成校でのフォローアップ活動には，本件研修

の元研修員である教育次官や CFEEF学長も短時間

ではあるが参加することができ，研修の活動成果に
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ついて共有することができた.

-昨年度の研修では， I教員の養成と現職教員研修を

組織化するJI教員に対する現場でのフォローアッ

プに関する研修」を行うという活動目標がアクシヨ

ンプランにて設定されていた.今回の調査の結果，

CFEEFにおいて初任者研修・二年次研修が具体的
に企画され実施されつつあることが確認できたとこ

ろ，概ね同目標は達成へと向かっているものと思わ

れる.

-理科の授業においても算数(数学)の授業において

も，知識・技能の習得は図られていることが確認さ

れたが，科学的・数学的概念の習得には至っていな

いことが分かつた児童生徒が考えた様々な解き方・

理解の仕方を教師がとりあげ，その中にある重要な

概念を取り上げたりまとめたりすることがほとんど

なかった.このような概念の形成が図られなければ，

ジブチの目指す様々なコンビテンシーの育成は難し

し、

・授業における児童生徒の間違い・つまずき自体が，

重要な考え方の一つであり それを取り上げること

で授業への理解も深まり 科学的・数学的概念を習

得するためのチャンスであるという発想・視点が教

師に不足している.

・教師は，ある問題や知識についての解答・定義など

を児童生徒に聞くことはあっても，内容の理解や概

念の習得度合いを確かめるための「なぜ、そう考える

のか?Jという問いかけがほとんどされておらず，

児童生徒に考えさせる発問になっていない可能性が

ある.

-現職教員研修では，初任者研修・二年次研修を実施

していることが確認できた.初任者研修などを受け

ている 2年間は，ジブチ市内で勤務しその後はジ

ブチ市外で勤務することになっている

-授業では，グループ活動が積極的に取り入れたり，

児童生徒の発言も活発で、あることから，授業の流れ

の全体的な構成については非常によく計画・実施さ

れているものと考えられる.他方，グループ活動の

様子を確認したところ，児童生徒全員がグループの

活動や議論に参加しているのではなく，一部の「で

きる」子が代表で考え・まとめ・発表するという姿

が多くみられた.授業での教師の発聞に答える児童

生徒の多くがこの「できる」子となっている可能性

があり，ノートの記述を確認する限り，半分以上の

子どもたちが，実際には，授業内容を理解していな

いケースもあった.よって，教師の側には，児童生

徒の理解度を把握する力の育成が急務であると考え

る.

-教員養成校の学生に実施した理科テストについては，
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比較的正解率は高く，間違った解答でも自由記述の

部分では書いている学生が多かった論理的思考を

問う問題では正解率が高く，また，視覚的に現象が

見える問題でも正解率が高かったしかし，視覚的

に確認できない現象に関する問題での正解率が低い

ことが分かつたよって 科学的概念が学生の中で

定着していない可能性が確認できた.

-小中学校で実施した算数テストについては，四則計

算についての正解率が高いものの，分数，図形全般，

資料の活用などの分野において顕著に正解率が低い

ことが分かった.同テストはTIMSSの4年生用テ
スト問題を使用しているが，正解率が50%を超え

るのは， 8年生からとみられ，カリキュラム・教科

書・指導書だけでなく，授業での取り扱い等につい

て精査する必要がある.

-また，学校間の格差も確認された同じ4年生の結

果を比較したとき，一つの学校では，四則計算，分

数，資料の活用などにおいて正解率が高くなってお

り，学校として授業においてこれらの分野について

丁寧な指導がされていることが推測された授業観

察においても同校の授業が他校の授業より子どもに

「考えさせる」授業になっており，モデル校として

の可能性が確認された.

-他方，小中高等学校の教科書・指導書等はパカロレ

アを踏まえた形で本年中に完成する予定であり，授

業観察などを通じて，児童生徒の教科書の活用など

も確認でき，教師の授業で教科書が非常に重要な位

置を占めていることも分かった.

・初等・中等の卒業テスト (OII/ OTI / BEF)を
目指した授業・補習・予備試験などが小中学校だけ

でなく視学官のリーダーシップによって実施されて

いることが分かつたしかし実際の授業を見る限

りにおいては，特に数学での理解度が低いことが散

見され，この点はユニセフの見解とも一致した現象

であった.

-なお，学校関係者にインタビ、ユーしたところ，中学

校で、成績が悪かったとしても，高校への入学は可能

であり，非常に成績の悪い生徒についても，生徒数

の増加・圧迫があり，卒業を促しているのが現状で

ある.この現状では， 日常的な授業の質の改善が必

要であると考えられる.

5.今後の研修・技術協力の展望

-数学的・科学的概念の形成を目指した授業づくりを

学校現場で行えるように指導・研修・勉強会などが

必要で、あり，教員養成校では，科学的概念の形成を

目指したカリキユラム・内容等を検討することが有
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効となろう.

・教科書の活用が確認されたところ，教科書を踏まえ

た上で授業改善を提案したり，授業の構成・実施を

容易にできるように指導書を改善できるようにする

技術協力の必要性があるものと考える.

-小学校と比較し中学校の授業は，授業の導入・展

開・まとめ等の基本的な流れや教科内容に関する理

解などについて理解が不足している様子が授業観察

によって確認された.よって，中学校の授業改善が

急務であることから，中学校教員の養成においては

教育方法に関する指導を重点的にする必要性がある.

・授業・テストの結果において他校より秀でていた小

学校はモデル校としての可能'性を持っており，同校

での授業改善をより進めるとともに，その経験を他

校でも共有していけるような技術協力や研修の形態

を検討する価値があるものと考えられる.
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